
記念講演会開催のお知らせ

【開講概要】
【開 催 日 時 】 2026年11月12日(木曜日) 13:30－16:10
【開 催 形 式 】 ウェビナーによるリモート形式
【募 集 定 員 】 最大500名 ※参加無料

パレットの日 2026

【申込方法】 事前登録制、参加無料
※登録サイト
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_OdZbMYCySHWyk1y_Ql3qIw

プログラムは諸事情により予告なく変更する場合がありますのでご了承ください

一般社団法人日本パレット協会

11月12日は「パレットの日」です(2020年、日本記

念日協会制定)。
これは日本ほかアジア10ヵ国(当時)が加盟するアジア
パレットシステム連盟(APSF)の2007年度総会にて標
準的なパレットサイズを11型(1100×1100㎜)、12
型(1200×1000㎜)に定めたことに由来します。
日本の物流は担い手不足等により、その持続可能性
さえ不安視されていますが、解決の鍵を握るのが「パレッ
トの活用」です。日本パレット協会では「パレットの日」を
記念し、産業界や一般の方々にも広くパレットについて
知っていただくため、今年で5回目となりますwebセミ
ナーを開催いたします。
分かりやすく興味深い話題を満載した講演会となると
思いますので、多くの方々の参加をお待ちいたします。

お問い合わせ先：一般社団法人日本パレット協会 URL：http://www.jpa-pallet.or.jp

〒101-0021 東京都千代田区外神田2-2-17 喜助お茶の水ビル9階

TEL 03(6458)5580 FAX 03(3251)3550

13:30 開会 あいさつ

日本パレット協会 会長 二村篤志

13:45 物流の『過剰サービス』を歴史的背景から考える

物流博物館 主任学芸員 玉井幹司氏

14:30 アジアに遅れる 日本のパレット標準化の現在地

NX総合研究所 シニアコンサルタント 室賀利一氏

15:20 総合物流施策大綱(2026年度～2030年度)における物流標準化の推進

流通経済大学流通情報学部 教授 味水佑毅氏

16:00  まとめと閉会 (16:10終了予定)

日本パレット協会 専務理事 宿谷肇

講演会コーディネーター／一般社団法人日本パレット協会 専務理事

宿谷 肇
【プログラム】
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【パレットの日記念講演プログラム詳細】

記念講演会の全体テーマ
『担い手不足を克服し、持続可能な物流を実現するには』

13:30 開会 日本パレット協会 会長 二村篤志による挨拶

物流の『過剰サービス』を歴史的背景から考える

物流博物館 主任学芸員 玉井幹司氏

木目細かな日本の物流サービス、それ故に持続可能性が危ぶまれていま
す。江戸、明治以降、戦時統制期、戦後それぞれの物流サービスの特徴
とその背景、功罪を分析し未来社会の物流のあり方を考えます。

アジアに遅れる 日本のパレット標準化の現在地

NX総合研究所 シニアコンサルタント 室賀利一氏

2024年問題の経過を分析し、長年パレット物流に関する調査を続けてき
た研究者が「日本のパレット標準化」の現状を最新データを基に解説し
ます。アジアで逸早くパレット普及を進めた日本が直面する課題が浮き
彫りに。

総合物流施策大綱(2026年度～2030年度）における物流標準化の推進

流通経済大学流通情報学部 教授 味水佑毅氏

2021年から5年間の物流大綱では「物流DX推進の大前提としての標準化」
が重点施策のトップに据えらましたが、現大綱では四つ目の重点施策の
扱いで一見後退の印象も持ちます。但し計画の詳細を読み解けばそのよ
うなことはなく、標準化の新たな段階を計画策定に携わった専門家が解
説します。

まとめと閉会

日本パレット協会 専務理事 宿谷肇

一般社団法人日本パレット協会
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